
(57)【要約】

【課題】　測定容器内で試薬と検体を反応させ検体の生

化学分析を行なう生化学分析装置に関し、測定を高精度

に行なうことができるように十分にかつ効率良く攪拌す

る。

【解決手段】　キュベット２０内の試料液２１の高さ情

報を得て、攪拌片２１１が試料液に完全に挿入された直

後から攪拌モータ２２０の回転により攪拌を開始し、攪

拌片２１１が試料液２１から引上げられる直前で攪拌を

停止する。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 測 定 容 器 内 で 試 薬 と 検 体 を 反 応 さ せ 該 検 体 の 生 化 学 分 析 を 行 な う 生 化 学 分 析 装 置 に お い
て 、
　 試 薬 と 検 体 が 入 れ ら れ た 測 定 容 器 に 挿 入 さ れ て 、 該 測 定 容 器 内 の 、 試 薬 と 検 体 と か ら な
る 試 料 液 を 攪 拌 す る 、 攪 拌 軸 と 該 攪 拌 軸 下 端 の 攪 拌 部 と か ら な る 攪 拌 手 段 と 、
　 前 記 攪 拌 手 段 の 高 さ 位 置 を 制 御 す る こ と に よ り 、 該 攪 拌 手 段 の 、 前 記 測 定 容 器 へ の 挿 入
、 取 出 し を 制 御 す る 昇 降 制 御 部 と 、
　 前 記 攪 拌 手 段 が 下 降 し て き て 前 記 攪 拌 部 が 該 測 定 容 器 内 の 試 料 液 に 浸 漬 さ れ た 状 態 で 、
該 攪 拌 手 段 の 回 転 を 開 始 す る と と も に 、 該 攪 拌 部 が 該 測 定 容 器 内 の 試 料 液 に 浸 漬 さ れ て い
る 状 態 で 該 攪 拌 手 段 の 回 転 を 停 止 す る 回 転 制 御 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 生 化 学 分 析
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 回 転 制 御 部 は 、 回 転 に よ り 前 記 測 定 容 器 内 の 試 料 液 を 攪 拌 中 の 攪 拌 手 段 が 上 昇 し て
き て 前 記 攪 拌 部 が 該 測 定 容 器 内 の 試 料 液 に ま だ 浸 漬 さ れ て い る 状 態 で 、 該 攪 拌 手 段 の 回 転
を 停 止 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 生 化 学 分 析 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 測 定 容 器 内 で 試 薬 と 検 体 を 反 応 さ せ 検 体 の 生 化 学 分 析 を 行 な う 生 化 学 分 析 装
置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 人 体 の 血 液 、 尿 、 便 等 を 検 体 と し 、 キ ュ ベ ッ ト と 呼 ば れ る 透 明 の 測 定 容 器 内 に こ の 検 体
と 試 薬 を 注 入 し て 反 応 さ せ 、 そ の 検 体 と 試 薬 と か ら な る 試 料 液 の 反 応 に よ る 呈 色 を 光 学 的
に 測 定 す る こ と に よ り 検 体 の 生 化 学 分 析 を 行 な う 生 化 学 分 析 装 置 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば
特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 キ ュ ベ ッ ト 内 に 試 薬 と 検 体 と の 双 方 を 注 入 し た 後 、 試 薬 と 検 体 を 良 好 に か つ 一
様 に 反 応 さ せ る た め に 、 キ ュ ベ ッ ト 内 の 試 薬 と 検 体 が 攪 拌 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 ２ に は 、 攪 拌 の 効 率 を 上 げ る た め に 、 移 動 中 の キ ュ ベ ッ ト （ 反 応 容 器 ） に 追 随
し て 移 動 し な が ら 攪 拌 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ４ ４ ５ １ ４ ３ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ２ １ ４ ５ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 試 薬 と 検 体 と を 混 合 す る に あ た り 攪 拌 の 効 率 と と も に 重 要 な の は 、 攪 拌 の 際 に 試 薬 や 検
体 を 飛 散 さ せ た り 、 あ る い は キ ュ ベ ッ ト 内 に 気 泡 を 発 生 さ せ た り す る こ と な く 、 十 分 に 攪
拌 す る こ と で あ る 。 試 料 の 飛 散 や 気 泡 の 発 生 が あ る と 、 そ の 後 の 測 定 に 誤 差 を 生 じ る お そ
れ が あ る が 、 特 許 文 献 ２ に は 、 こ の 点 に つ い て は 何 ら 言 及 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 キ ュ ベ ッ ト 内 の 試 料 液 の 攪 拌 に は 、 特 許 文 献 ２ に も 記 載 さ れ て い る よ う に 、 棒 状 の 攪 拌
子 が キ ュ ベ ッ ト 内 に 挿 入 さ れ そ の 攪 拌 子 が 回 転 す る こ と に よ り 攪 拌 が 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ で 、 攪 拌 子 を 先 に 回 転 さ せ た 状 態 で そ の 攪 拌 子 を キ ュ ベ ッ ト 内 の 試 料 液 に 浸 漬 す る
と 、 そ の 浸 漬 さ れ る と き に 試 料 液 を 巻 き 散 ら し て 飛 散 さ せ て し ま う 結 果 と な る 。 一 方 、 攪
拌 子 の 回 転 を 止 め た ま ま そ の 攪 拌 子 を キ ュ ベ ッ ト 内 の 試 料 液 中 に 十 分 に 浸 漬 さ せ 、 そ の 後
回 転 を 開 始 す る こ と も 考 え ら れ る が 、 検 体 や そ の 検 体 の 検 査 項 目 （ 試 薬 の 違 い ） に 応 じ て
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キ ュ ベ ッ ト 内 の 試 料 液 量 も ま ち ま ち で あ り 、 試 料 液 量 が 少 な い 場 合 で あ っ て も 攪 拌 子 を 確
実 に 試 料 液 中 に 浸 漬 さ せ る に は 、 攪 拌 子 を そ の キ ュ ベ ッ ト の か な り 底 に 近 い 位 置 ま で 挿 入
す る 必 要 が あ る 。 こ の 場 合 、 た ま た ま そ の キ ュ ベ ッ ト 中 の 試 料 液 量 が 多 い と そ の 試 料 液 の
表 面 近 く が な か な か 攪 拌 さ れ ず 、 攪 拌 に 長 時 間 を 要 し 、 あ る い は 、 十 分 に 攪 拌 さ れ な い お
そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み 、 測 定 を 高 精 度 に 行 な う こ と が で き る よ う に 十 分 に か つ 効 率
良 く 攪 拌 す る 機 能 を 備 え た 生 化 学 分 析 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 の 生 化 学 分 析 装 置 は 、 測 定 容 器 内 で 試 薬 と 検 体 を 反 応 さ せ 検
体 の 生 化 学 分 析 を 行 な う 生 化 学 分 析 装 置 に お い て 、 試 薬 と 検 体 が 入 れ ら れ た 測 定 容 器 に 挿
入 さ れ て 、 測 定 容 器 内 の 、 試 薬 と 検 体 と か ら な る 試 料 液 を 攪 拌 す る 、 攪 拌 軸 と 該 攪 拌 軸 下
端 の 攪 拌 部 と か ら な る 攪 拌 手 段 と 、 攪 拌 手 段 の 高 さ 位 置 を 制 御 す る こ と に よ り 、 攪 拌 手 段
の 、 測 定 容 器 へ の 挿 入 、 取 出 し を 制 御 す る 昇 降 制 御 部 と 、 攪 拌 手 段 が 下 降 し て き て 攪 拌 部
が 測 定 容 器 内 の 試 料 液 に 浸 漬 さ れ た 状 態 で 、 攪 拌 手 段 の 回 転 を 開 始 す る と と も に 、 攪 拌 部
が 測 定 容 器 内 の 試 料 液 に 浸 漬 さ れ て い る 状 態 で 攪 拌 手 段 の 回 転 を 停 止 す る 回 転 制 御 部 と を
備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 、 上 記 本 発 明 の 生 化 学 分 析 装 置 に お い て 、 上 記 回 転 制 御 部 は 、 回 転 に よ り 測 定 容
器 内 の 試 料 液 を 攪 拌 中 の 攪 拌 手 段 が 上 昇 し て き て 攪 拌 部 が 該 測 定 容 器 内 の 試 料 液 に ま だ 浸
漬 さ れ て い る 状 態 で 、 攪 拌 手 段 の 回 転 を 停 止 す る も の で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 生 化 学 分 析 装 置 は 、 攪 拌 手 段 が 下 降 し て き て 攪 拌 部 が 測 定 容 器 内 の 試 料 液 に 浸
漬 さ れ た 状 態 で 、 攪 拌 手 段 の 回 転 を 開 始 す る も の で あ る た め 、 試 料 液 の 飛 散 が 防 止 さ れ る
と と も に 、 で き る だ け 早 い 段 階 か ら 攪 拌 が 開 始 さ れ 、 ま た 、 試 料 液 の 表 面 近 傍 も 十 分 に 攪
拌 さ れ 、 短 時 間 に 十 分 な 攪 拌 が 行 な わ れ る 。 ま た 、 本 発 明 の 生 化 学 分 析 装 置 は 、 攪 拌 部 が
測 定 容 器 内 の 試 料 液 に 浸 漬 さ れ て い る 状 態 で 攪 拌 手 段 の 回 転 を 停 止 す る も の で あ る た め 、
攪 拌 終 了 後 攪 拌 手 段 を 試 料 液 か ら 抜 く と き に も 試 料 液 の 飛 散 は 生 じ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の 生 化 学 分 析 装 置 に お い て 、 回 転 に よ り 測 定 容 器 内 の 試 料 液 を 攪 拌 中 の
攪 拌 手 段 が 上 昇 し て き て 攪 拌 部 が 測 定 容 器 内 の 試 料 液 に ま だ 浸 漬 さ れ て い る 状 態 で 、 攪 拌
手 段 の 回 転 を 停 止 す る よ う に 構 成 す る と 、 試 料 液 の 飛 散 を 防 止 し た 上 で ぎ り ぎ り の 状 態 ま
で 攪 拌 が 行 な わ れ 、 攪 拌 に 要 す る 時 間 が 極 限 ま で 短 縮 さ れ 、 一 層 効 率 の 良 い 攪 拌 が 行 な わ
れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 生 化 学 分 析 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 概 要 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 生 化 学 分 析 装 置 １ ０ ０ に は 、 タ ー ン テ ー ブ ル １ １ ０ が 備 え ら れ て お り 、 そ の タ ー ン
テ ー ブ ル １ １ ０ に は 、 多 数 の 測 定 容 器 と し て の キ ュ ベ ッ ト ２ ０ が 円 状 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ の タ ー ン テ ー ブ ル １ １ ０ の 周 囲 に は 、 検 体 供 給 部 １ ２ ０ 、 検 体 サ ン プ リ ン グ 部 １ ３ ０
、 試 薬 保 管 部 １ ４ ０ 、 試 薬 サ ン プ リ ン グ 部 １ ５ ０ 、 撹 拌 機 構 部 １ ６ ０ 、 反 応 部 １ ７ ０ 、 お
よ び 洗 浄 部 １ ８ ０ が 配 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 検 体 供 給 部 １ ２ ０ に は 、 多 数 の 検 体 （ 例 え ば 人 体 の 血 液 、 尿 、 便 等 ） が 各 容 器 に 入 っ て
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配 列 さ れ て お り 、 検 体 サ ン プ リ ン グ 部 １ ３ ０ に は 、 そ の 容 器 か ら 検 体 を 吸 引 し て タ ー ン テ
ー ブ ル １ １ ０ 上 の 多 数 の キ ュ ベ ッ ト ２ ０ の う ち の あ ら か じ め プ ロ グ ラ ム さ れ た キ ュ ベ ッ ト
に 注 入 す る 検 体 ピ ペ ッ ト １ ３ １ が 備 え ら れ て い る 。 こ の 検 体 ピ ペ ッ ト １ ３ １ は 、 回 転 軸 １
３ ２ を 中 心 に し て 、 検 体 供 給 部 １ ２ ０ と 、 洗 浄 部 １ ３ ３ と 、 タ ー ン テ ー ブ ル １ １ ０ 上 の キ
ュ ベ ッ ト ２ ０ と の 間 で 往 復 回 動 し 、 検 体 供 給 部 １ ２ ０ に 配 列 さ れ た 検 体 容 器 か ら 検 体 を 吸
引 し て そ の 検 体 を タ ー ン テ ー ブ ル １ １ ０ 上 の キ ュ ベ ッ ト ２ ０ に 注 入 し 、 洗 浄 部 １ ３ ３ で 次
の 検 体 の 吸 引 の た め に 洗 浄 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 試 薬 保 冷 庫 １ ４ ０ は 、 試 薬 が 入 っ た 試 薬 容 器 １ ４ １ を 収 容 し て 所 定 の 冷 却 温 度 に
保 冷 す る も の で あ り 、 ま た 、 そ の 試 薬 保 冷 庫 １ ４ ０ の 上 蓋 １ ４ ２ に は 吸 入 口 １ ４ ３ が 設 け
ら れ て い る 。 そ の 試 薬 保 冷 庫 １ ４ ０ 内 の 試 薬 容 器 １ ４ １ は タ ー ン テ ー ブ ル 上 に 置 か れ て い
て 回 転 自 在 と な っ て お り 、 所 望 の 試 薬 の 入 っ た 試 薬 容 器 が 吸 入 口 １ ４ ３ の 下 に 配 置 さ れ る
よ う に そ の タ ー ン テ ー ブ ル が 回 転 す る 。 試 薬 サ ン プ リ ン グ 部 １ ５ ０ に は 、 試 薬 ピ ペ ッ ト １
５ １ が 備 え ら れ て お り 、 そ の 試 薬 ピ ペ ッ ト １ ５ １ は 、 回 転 軸 １ ５ ２ を 中 心 に し て 、 試 薬 保
冷 庫 １ ４ ０ の 吸 入 口 １ ４ ３ と 、 洗 浄 部 １ ５ ３ と 、 タ ー ン テ ー ブ ル １ １ ０ 上 の キ ュ ベ ッ ト ２
０ と の 間 で 往 復 回 動 し 、 試 薬 ピ ペ ッ ト １ ５ １ の 先 端 の プ ロ ー ブ （ 図 示 せ ず ） を 試 薬 保 冷 庫
１ ４ ０ の 上 蓋 １ ４ ２ の 吸 入 口 １ ４ ３ に 挿 入 し て そ の 下 に あ る 試 薬 容 器 １ ４ １ 内 の 試 薬 を 吸
引 し 、 そ の 試 薬 を タ ー ン テ ー ブ ル １ １ ０ 上 の キ ュ ベ ッ ト ２ ０ に 注 入 し 、 洗 浄 部 １ ５ ３ で 次
の 試 薬 の 吸 引 の た め に 洗 浄 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 撹 拌 機 構 部 １ ６ ０ に は 、 先 端 に 棒 状 の 撹 拌 子 ２ １ ０ （ 図 示 せ ず ） を 備 え た 攪 拌 器 １ ６ １
が 備 え ら れ て い る 。 こ の 撹 拌 器 １ ６ １ は 、 回 転 軸 １ ６ ２ を 中 心 に し て 、 タ ー ン テ ー ブ ル １
１ ０ 上 の キ ュ ベ ッ ト ２ ０ と 洗 浄 部 １ ６ ３ と の 間 で 往 復 回 動 し 、 キ ュ ベ ッ ト ２ ０ 内 に 撹 拌 子
を 挿 入 し て そ の キ ュ ベ ッ ト ２ ０ 内 に 注 入 さ れ て い る 検 体 と 試 薬 を 撹 拌 、 混 合 し 、 洗 浄 部 １
６ ３ で は そ の 先 端 の 撹 拌 子 が 次 の キ ュ ベ ッ ト が 撹 拌 、 混 合 の た め に 洗 浄 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 反 応 部 １ ７ ０ に は 、 キ ュ ベ ッ ト ２ ０ 内 の 撹 拌 、 混 合 さ れ た 検 体 と 試 薬 と か ら な る 試 料 液
の 呈 色 反 応 の 濃 度 検 出 の た め の 測 定 を 行 な う 測 定 器 （ 図 示 せ ず ） が 配 置 さ れ て お り 、 こ れ
に よ り 検 体 の 生 化 学 分 析 が 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 洗 浄 部 １ ８ ０ で は 、 タ ー ン テ ー ブ ル １ １ ０ 上 の 反 応 部 １ ７ ０ に お け る 測 定 の 終 了
し た キ ュ ベ ッ ト ２ ０ が 洗 浄 さ れ 、 次 の 検 体 の 生 化 学 分 析 の た め に 再 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の 生 化 学 分 析 装 置 の 動 作 シ ー ケ ン ス 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ （ Ａ ） は 、 一 般 的 な 生 化 学 分 析 を 行 な う と き の 動 作 シ ー ケ ン ス で あ り 、 先 ず 、 タ ー
ン テ ー ブ ル １ １ ０ 上 の あ る キ ュ ベ ッ ト ２ ０ に 試 薬 １ が 分 注 さ れ 、 そ の ま ま ５ 分 間 、 所 定 の
温 度 に 安 定 す る よ う 温 度 調 節 が 行 な わ れ る 。 次 い で そ の 同 じ キ ュ ベ ッ ト ２ ０ に 検 体 が 分 注
さ れ 、 さ ら に 試 薬 ２ が 分 注 さ れ 、 撹 拌 さ れ て 測 定 が 行 な わ れ 、 最 後 に そ の キ ュ ベ ッ ト ２ ０
が 洗 浄 さ れ る 。 こ の 間 約 １ ０ 分 ほ ど の 時 間 が か か る 。 こ の よ う な 動 作 シ ー ケ ン ス が 、 タ ー
ン テ ー ブ ル １ １ ０ に 載 っ て い る 多 数 の キ ュ ベ ッ ト ２ ０ に つ い て 並 列 的 に 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ （ Ｂ ） は 、 便 潜 血 測 定 時 の 動 作 シ ー ケ ン ス で あ る 。 こ の 場 合 、 順 に 試 薬 １ 分 注 、 検
体 分 注 、 試 薬 ２ 分 注 が 行 な わ れ 、 撹 拌 、 測 定 、 洗 浄 が 行 な わ れ て 、 １ 検 体 あ た り 約 ６ 分 で
終 了 す る 。 こ の 場 合 も 、 タ ー ン テ ー ブ ル １ １ ０ に 載 せ ら れ て い る 多 数 の キ ュ ベ ッ ト ２ ０ に
つ い て 、 こ の 動 作 シ ー ケ ン ス が 並 行 的 に 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ の 生 化 学 分 析 装 置 １ ０ ０ に は 、 図 ２ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に 例 示 す る よ う な 動 作 シ ー ケ ン
ス が 複 数 用 意 さ れ て お り 、 そ の 目 的 に 応 じ て 適 切 な 動 作 シ ー ケ ン ス に 切 り 替 え ら れ る 。 図
１ の 生 化 学 分 析 装 置 １ ０ ０ で は 、 動 作 シ ー ケ ン ス の 切 り 替 え は 、 オ ペ レ ー タ に よ る 手 動 操
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作 で 行 わ れ る が 、 そ の 他 に も 、 検 体 の 種 類 に 応 じ た 検 体 容 器 を 用 い 、 そ の 検 体 容 器 の 種 類
を 検 出 し て 動 作 シ ー ケ ス を 切 り 替 え る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ は 、 図 １ に 示 す 生 化 学 分 析 装 置 １ ０ ０ の 撹 拌 機 構 部 １ ６ ０ に 備 え ら れ た 攪 拌 器 １ ６
１ の 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 図 ３ に は 、 測 定 容 器 と し て の キ ュ ベ ッ ト ２ ０ 中 の 試 料 液 ２ １ 中 に 先 端 の 撹 拌 部 と し
て の 攪 拌 片 ２ １ １ が 浸 漬 さ れ た 状 態 に あ る 撹 拌 手 段 と し て の 攪 拌 子 ２ １ ０ が 模 式 的 に 示 さ
れ て い る 。 こ の 攪 拌 子 ２ １ ０ は 攪 拌 モ ー タ ２ ２ ０ で そ の 回 転 、 停 止 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 こ こ に は 、 正 逆 回 転 可 能 な 上 下 駆 動 モ ー タ ２ ３ ０ と 、 そ の 上 下 駆 動 モ ー タ ２ ３ ０
か ら の 回 転 駆 動 力 を 回 転 伝 達 系 ２ ４ ０ を 介 し て 受 け 取 り 、 攪 拌 モ ー タ ２ ２ ０ お よ び そ の 攪
拌 モ ー タ ２ ２ ０ に 取 り 付 け ら れ た 攪 拌 子 ２ １ ０ を 、 攪 拌 モ ー タ ２ ２ ０ が 固 定 さ れ た 固 定 板
２ ５ ０ ご と 、 上 下 動 さ せ る 昇 降 ボ ー ル ネ ジ 軸 ２ ６ ０ が 備 え ら れ て い る 。 攪 拌 モ ー タ ２ ２ ０
お よ び 上 下 駆 動 モ ー タ ２ ３ ０ は 、 制 御 部 ２ ７ ０ に よ り 、 そ の 回 転 お よ び 停 止 が 制 御 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 キ ュ ベ ッ ト ２ ０ の 内 径 は 、 一 例 と し て ５ ｍ ｍ × ６ ｍ ｍ の 矩 形 で あ り 、 そ の キ ュ ベ ッ ト ２
０ 内 に ４ ０ ０ マ イ ク ロ リ ッ ト ル ～ ２ ０ ３ マ イ ク ロ リ ッ ト ル の 試 料 液 が 分 注 さ れ て 攪 拌 さ れ
る 。 こ の キ ュ ベ ッ ト （ ５ ｍ ｍ × ６ ｍ ｍ ） に ４ ０ ０ マ イ ク ロ リ ッ ト ル ～ ２ ０ ３ マ イ ク ロ リ ッ
ト ル の 試 料 液 を 分 注 す る と 、 キ ュ ベ ッ ト 内 の 試 料 液 高 さ は １ ３ ． ３ ｍ ｍ ～ ６ ． ７ ６ ｍ ｍ と
な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 攪 拌 子 ２ １ ０ は 、 キ ュ ベ ッ ト ２ ０ 内 に 挿 入 さ れ る 部 分 は 、 先 端 の 攪 拌 片 ２ １ １ の
部 分 を 除 き 、 φ １ ｍ ｍ の 撹 拌 軸 と し て の 丸 棒 ２ １ ２ で あ る 。 ま た 、 先 端 の 攪 拌 片 ２ １ １ は
、 こ の φ １ ． ０ ｍ ｍ の 丸 棒 を 両 面 プ レ ス に て 幅 ２ ． ５ ｍ ｍ × 長 さ ５ ｍ ｍ 程 度 の 板 状 に 形 成
さ れ た も の で あ り 、 最 小 試 料 液 量 に 対 す る 適 性 を 持 た せ て い る 。 ま た 攪 拌 モ ー タ ２ ２ ０ に
よ る 攪 拌 子 ２ １ ０ の 回 転 数 は １ ０ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ ～ １ ４ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ に 示 す 制 御 部 ２ ７ ０ は 、 図 １ に 示 す 生 化 学 分 析 装 置 １ ０ ０ の 全 体 を 制 御 す る 、 図 示
し な い メ イ ン 制 御 部 か ら の 指 示 を 受 け て 、 攪 拌 モ ー タ ２ ２ ０ の 回 転 開 始 、 回 転 停 止 を 制 御
し 、 ま た 、 上 下 駆 動 モ ー タ ２ ３ ０ の 回 転 方 向 、 回 転 開 始 、 回 転 停 止 を 制 御 す る 。 ま た 、 こ
こ に は 図 示 は 省 略 し た が 、 攪 拌 子 ２ １ ０ は 、 キ ュ ベ ッ ト ２ ０ 内 の 試 料 液 を 攪 拌 す る 位 置 と
そ の 攪 拌 子 ２ １ ０ を 洗 浄 す る 洗 浄 部 １ ６ ３ （ 図 １ 参 照 ） と の 間 で 往 復 回 動 す る 構 成 と な っ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 制 御 部 ２ ７ ０ に は 、 上 位 の メ イ ン 制 御 部 か ら 、 今 回 攪 拌 の 対 象 と な っ て い る キ ュ ベ ッ ト
２ ０ 内 の 試 料 液 量 に 関 す る 情 報 が 伝 達 さ れ て き て お り 、 制 御 部 ２ ６ ０ は 、 そ の 情 報 を 基 に
上 下 駆 動 モ ー タ ２ ３ ０ の 回 転 を 制 御 し て 攪 拌 子 ２ １ ０ の 高 さ 位 置 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 キ ュ ベ ッ ト ２ ０ 内 の 試 料 液 ２ １ の 攪 拌 に あ た っ て は 、 攪 拌 子 ２ １ ０ が キ ュ ベ ッ ト ２ ０ の
上 方 か ら 下 降 し て き て 、 そ の 攪 拌 子 ２ １ ０ の 先 端 の 攪 拌 片 ２ １ １ が キ ュ ベ ッ ト ２ ０ 内 の 試
料 液 ２ １ の 表 面 ２ １ ａ よ り も 下 に 沈 ん だ 直 後 の タ イ ミ ン グ で 、 攪 拌 モ ー タ ２ ２ ０ を 制 御 し
て 攪 拌 子 ２ １ ０ の 回 転 を 開 始 さ せ る 。 そ の 後 も 、 攪 拌 子 ２ １ ０ は 回 転 を 続 け な が ら ゆ っ く
り と 下 降 し 、 攪 拌 片 ２ １ １ の 先 端 が キ ュ ベ ッ ト ２ ０ の 底 面 に 触 れ る よ り も 少 し 上 に あ る と
き に 今 度 は 上 下 駆 動 モ ー タ ２ ３ ０ の 回 転 方 向 を 反 転 さ せ て 、 攪 拌 子 ２ １ ０ を ゆ っ く り と 上
昇 さ せ る 。 攪 拌 子 ２ １ ０ が 上 昇 し て き て 、 攪 拌 片 ２ １ １ の 上 端 が 試 料 液 ２ １ の 液 面 ２ １ の
近 傍 に 達 す る と 、 攪 拌 片 ２ １ １ の 上 端 が ま だ 試 料 液 ２ １ に 浸 漬 し て い る 段 階 で 攪 拌 モ ー タ
２ ２ ０ の 回 転 を 停 止 さ せ 、 攪 拌 を 終 了 さ せ る 。 攪 拌 子 ２ １ ０ は そ の 後 も 、 攪 拌 子 ２ １ ０ の
全 体 が キ ュ ベ ッ ト ２ ０ か ら 抜 け た 状 態 に な る ま で 、 上 昇 を 続 け る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 攪 拌 の 終 了 し た キ ュ ベ ッ ト ２ ０ は 、 図 １ に 示 す タ ー ン テ ー ブ ル １ １ ０ の 回 転 に よ り 先 に
進 み 、 ま た 攪 拌 子 ２ １ ０ は 他 の キ ュ ベ ッ ト 中 の 試 料 液 の 攪 拌 の た め に 一 旦 洗 浄 部 １ ６ ３ に
回 動 し て 洗 浄 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 キ ュ ベ ッ ト 内 の 試 料 液 量 の 情 報 を 得 、 そ の 情 報 に 基 づ い
て 、 攪 拌 片 ２ １ １ が 必 ず 試 料 液 ２ １ 中 に あ る と き の み 回 転 す る よ う に し た た め 、 試 料 液 の
飛 散 や 試 料 液 中 へ の 空 気 の 巻 き 込 み が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 攪 拌 片 ２ １ １ が 試 料 液 に 入 り 込
ん だ 直 後 の 段 階 か ら 攪 拌 を 開 始 し 、 攪 拌 片 ２ １ １ が 試 料 液 ２ １ か ら 抜 き 出 さ れ る 直 前 ま で
攪 拌 す る た め 、 試 料 液 ２ １ の 上 澄 み の 部 分 も 底 の 部 分 も 十 分 に 攪 拌 さ れ 、 攪 拌 不 良 の 発 生
が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 今 後 の 生 化 学 分 析 装 置 で は 、 試 料 液 量 の 更 な る 微 量 化 が 進 み 、 キ ュ ベ ッ ト の 小 型 化 と サ
イ ク ル タ イ ム の 短 縮 や 検 査 の 高 速 化 が 予 想 さ れ る が 、 攪 拌 す べ き 試 料 液 量 の 情 報 を 得 て 攪
拌 子 の 回 転 開 始 及 び 回 転 停 止 の 制 御 を 行 な う こ と で 、 効 率 の 良 い 攪 拌 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 測 定 容 器 を キ ュ ベ ッ ト ２ ０ と し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る
も の で は な く 、 試 験 管 等 で 測 定 方 法 に 合 っ た 容 器 で あ れ ば 適 用 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 キ ュ ベ ッ ト ２ ０ に 測 定 光 を 照 射 し 透 過 光 を 検 出 し て い る が 、
測 定 方 法 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 電 気 的 な 測 定 方 法 等 も 適 用 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 攪 拌 手 段 を 構 成 す る 攪 拌 軸 を 丸 棒 ２ １ ２ と し て い る が 、 こ れ
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 多 角 形 等 の 軸 で 攪 拌 機 能 が わ ず か な も の で あ れ ば 適 用 が 可 能
で あ る 。 ま た 、 攪 拌 部 を 攪 拌 片 ２ １ １ の 板 状 と し て い る が 、 プ ロ ペ ラ 状 、 突 起 状 等 で あ っ
て も 適 用 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ ら に ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 試 薬 は 液 体 で 分 注 し て い る と し て い る が 、 こ れ に 限 定
さ れ る も の で は な く 、 試 薬 は 粉 末 状 で あ っ て も 、 あ ら か じ め キ ュ ベ ッ ト ２ ０ 内 に 入 れ ら れ
て あ っ て も 適 用 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 生 化 学 分 析 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 概 要 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 生 化 学 分 析 装 置 の 動 作 シ ー ケ ン ス 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 生 化 学 分 析 装 置 の 攪 拌 部 に 備 え ら れ た 攪 拌 器 の 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ２ ０ 　 　 キ ュ ベ ッ ト
　 ２ １ 　 　 試 料 液
　 ２ １ ａ 　 　 試 料 液 ２ １ の 表 面
　 １ ０ ０ 　 　 生 化 学 分 析 装 置
　 １ １ ０ 　 　 タ ー ン テ ー ブ ル
　 １ ２ ０ 　 　 検 体 供 給 部
　 １ ３ ０ 　 　 検 体 サ ン プ リ ン グ 部
　 １ ４ ０ 　 　 試 薬 保 冷 庫
　 １ ５ ０ 　 　 試 薬 サ ン プ リ ン グ 部
　 １ ６ ０ 　 　 攪 拌 機 構 部
　 １ ７ ０ 　 　 反 応 部
　 １ ８ ０ 　 　 洗 浄 部
　 ２ １ ０ 　 　 攪 拌 子
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　 ２ １ １ 　 　 攪 拌 片
　 ２ １ ２ 　 　 丸 棒
　 ２ ２ ０ 　 　 攪 拌 モ ー タ
　 ２ ３ ０ 　 　 上 下 駆 動 モ ー タ
　 ２ ４ ０ 　 　 回 転 伝 達 系
　 ２ ５ ０ 　 　 固 定 板
　 ２ ６ ０ 　 　 昇 降 ボ ー ル ネ ジ 軸
　 ２ ７ ０ 　 　 制 御 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(7) JP 2005-291730 A 2005.10.20



【 図 ３ 】
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